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子どものための英語教育

-シュタイナー教育における実践からの示唆-

樋口　聡・クリストフ・ヤフケl・足立　望
(2005年9月30日受理)

English Education for Children: Practical Suggestions丘om WaldorfEducation

Satoshi Higuchi, Chnstoph Jaffke, and Nozomu Adachi

This paper includes Christoph Jaffke 's statement concerning some aspects of English education for

children originally presented at a lecture at Hiroshima University. He was a visiting professor at汀U from

January to June, 2005. Three points were taken into account: (1) reasons for starting to teach a foreign

language relatively early, (2) methodical aspects and choice of teaching materials, and (3) aesthetic

considerations. Satoshi Higuchi offered a short comment on Jaffke's statement and practice of English

education for children at the end of this paper. Jaffke's brilliant way of teaching based on his abundant

expenences indicates that children　- even at primary school age　- do indeed have a clear appreciative

sense for the aesthetic quality of the language they are being offered. A doctoral candidate Nozomu

Adachi helped Jaffke's stay and research.
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はじめに

本論文は,シュトウツトガルト・ヴァルドルフ教育

大学教授のクリストフ・ヤフケが, 2005 (平成17)午

1月から6月まで,客員教授(外国人研究員)として,

広島大学大学院教育学研究科学習開発学講座に滞在し

て行った共同研究の成果の一端をまとめたものである。

ヤフケは,広島大学に滞在中,東広島市内の小学校

で小学1年生に対する英語教育の指導実践を行い,ま

た,日本内外の多くの大字に招かれて,講演やワーク

ショップなどを精力的に展開した。足立がそのサポー

トをした.さらに, 2005年5月28日に広島大学で開催

された第7回学習科学広島フォーラムにおいて,島根

県東出雲町立東出雲中学校の英語教諭,田尻悟郎氏と

ともに,小学校と中学校をつなぐ英語教育の可能性に

1シュトウツトガルトヴァルドルフ教育大字(ドイ

ツ),広島大学大学院教育学研究科・元外国人研究員

ついて討議した。

以下,論文のスペースの大半を使ってヤフケの実践

の背後にある基本的な考え方を示し1),それから得ら

れる示唆を,論文の末尾で樋口によるコメントとして

述べることにする.ヤフケの論述は, 6歳から10歳く

らいの子どもたちに英語を教えることの,重要な観点

のいくつかに閲したものである。比較的早く外国語を

教え始める理由,方法論的観点と教材の選択,そして

美的考察の3点が取り上げられている。

I.比較的早く外国語を教え始める
理由

外国語教授の歴史の中で,なぜ就学年齢の子どもた

ちに外国語が教えられるべきかについて,絶えず二つ

の対立した見解があった。その見解の一つは, r言語

と言語学習J　というアメリカの標準教科書の著者,

NelsonBrooksによって1960年代になされた,次のよ
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うな主張によって最もよく例示される。

【外国語学習を推進することによって-】われわれ

は,経済,軍事,外交,学問といった世界で,国家

的要求に奉仕する潜在能力を増強することになるの

だ2).

この種の意見とは対照的に,第2次世界大戦後,ヨー

ロッパの教育学者たちは,早期の外国語学習が,異な

る国々の若者たちに,寛容さやより良い相互理解を育

むことに大いに頁献するだろうということに,おおよ

そ合意した。しかし,小学校において(6歳から)第

2言語を導入するという当初の試みの多くは,教育的

な動機に基づいたものではなかった。そうではなく,

それらは目に見える「結果」,すなわちその測定の有

効性に焦点を合わせたのである.そして,その後しば

らくして,それらは断念されてしまった.最もE]ざま

しい試みは, 1960年代のイギリスでなされたもので,

小学校段階でフランス語を導入することを目指したも

のであった.それは, 「外国語教授において,かつて

あらゆる国でなされた,最大規模の壮大な実験」3)で

fjBsm

最初のうちは,フランス語を「早期開始」した生徒

は, 「遅れて」開始した生徒よりも,中学一年生の段

階で,良い成績を示しているように見えた。他のヨー

ロッパ諸国の教育学者や政治家は,これらの結果に勇

気づけられ,政府は,その後,同様のプログラムに財

政的支援を提供した.しかしながら,数年の実験で, 「早

期開始者Jの,織異は,プログラムの始めに抱かれてい

た高い期待を支持してはいないことが明らかになっ

た。その結果,ヨーロッパ全域で多くのプログラムは

中止されるに至った。政府が財政上の支援を取り止め

たためである。実用性にこだわったことが,早期の第

2言語学習の導入を何年も遅らせることになったの

iicsm

イギリスでの言語実験の否定的な結果に直面して,

教育学者たちは,もちろん,それがうまくいかなかっ

た理由が何であったのかを明らかにすることを強く求

めた。いくつかの要因が見出された。まず,プログラ

ムの言語学的基礎が,年齢にふさわしいものではな

かったのである。そのコースでは,構造主義の文法ア

プローチが使われていた。そのアプローチは, 1960年

代後半においてさえ,議論の余地がなかったわけでは

ない。 H.H.Stemは, 「一連のプログラムを徹底して

口頭練習にするという指示は,厳格に守られていた」4)

と指摘した.ドイツ国際教育研究所のW. Schultzeは,

rl視聴覚の再生装置ではなく7教師の直接的で積極的

な関与が,その年齢にはより適切であるように思われ

るというだけでなく,それは,うまくいくための基本

であるように思われるJS)と書いている.

或る児童によってなされた,次のようなきわめて明

瞭な発言は,多くの子どもたちが何を感じていたかを

示すものと見ることができるであろう。

テープレコーダーを何度も何度も問かなければなら

ないので,フランス語はとても退屈です.先生が直

接言ってくれるのならば,覚えるのはもっとやさし

いです。フランス語は退屈だと言われますが,退屈

にさせているのはテープレコーダーだと思います.

なぜなら,私たちのクラスでは, 「状況練習」をやっ

ている時,みんないつも興味を持っているのですか

ら。その反対に,テープレコーダーが動いている時,

録音,再生,録音,再生といった,どこにでもある

フランス語のレッスンと全く同じことが起こってい

ることを,みんな知っているのです6)0

小学校に外国語を導入するに当たっての,こうした

初期の試みの崩壊の後,新しい大規模な試みがなされ

るまで, 20年かかった。そして, 1990年代に新たなス

タートを切ることができたのは,おそらく,全く違っ

た動機によるものであった.

政治家と教育学者の間に態度変容を引き起こすきっ

かけとなった,ひとりの専門家が,ロシアの心理言語

学者A.A.Leont'evであった.彼は,単に新しいコミュ

ニケーション手段を身に付けるためだけでなく,むし

ろ新しい世界を発見し,新しい文化に出会う方法とし

て,子どもたちにとって外国語を学習することがどん

なに重要かを,折に触れて強調した。 r一言語だけを

用いるコミュニティにおいて成長する子どもは,彼自

身の世界観を完全に正常で自然なものだと受け取る」7)

のである。

Leont'evの立場は,ドイツの哲学者Wilhelmvon

Humboldtの著作に基づいている　Humboldtは次のよ

うに述べている。

-新しい言語を学習することは,その人の世界観の

内部で,新しい立場を獲得することを意味すべきで

ある-なぜなら,人類の一部であることと,世界を

見る方法の,観念的な構築物の全体が,それぞれの

言語内に生きているからである8).

子どものための英語教育という文脈において,早期

に始める理由は,何よりもまず,教育的なものである

べきだということを,このことは意味している.つま
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り,子どもが母国語を習得し,小学校に通うのに十分

な年(6歳以上)になるとすぐに,子どもは母国語の

限界を超え,他の文化や違った感じ方や考え方に出会

う準備ができているのである。子どもは個人の内部で

「異文化」に出会うのだ。このようにして,外国語教

授は,自民族中心主義の態度による偏見を持たずに,

子どもが寛容な大人に成長するのを助けることに,大

きく貞献することができるのである。

発達に関する考察もまたなされている.子ども期に

第2言語学習の「敏感期」があるということを,科学

的研究ははっきりと示している.例えば, 10歳以降に

第2言語を初めて学習し始める子は,ネイテイヴに近

い発音を身に付ける見込みは大きく減少する。脳の柔

軟性と子どもの言語器官の順応性は,思春期前の時期

よりも6 ・ 7歳あたりの方が,はるかに高いのである9)。

これは,日本において実施された同様の研究の結果に

よって確認されている10)。

関与する心理学的要因について言えば,幼い子ども

たち,すなわち,小学校の低学年の子どもたちは,或

る程度の自発性と率直さ,ならびに,年長の子どもた

ちがもはや持っていない好奇心を依然として持ってい

るという点において,年長の子どもたちよりもはるか

に有利な立場にあるということがよく知られている。

II.方法論的観点と教材の選択

方法論的アプローチ(方法の整序)と教材の選択は,

早い段階での外国語学習の成功のた桝こ,間違いなく

重要なことである。最初の方法論的観点は,子どもた

ちはその新しい言語を,できるだけたくさん聞くべき

だということである。このことは,教師はもっぱら直

接教授法(ダイレクト・メソッド)を使うべきであり,

理想的には,教師は毎回の授業の初めから終わりまで

英語を話すべきだということを意味する.

20世紀の終わりまでに,直接教授法は,この年齢の

子どもたちに対する外国語教授として,ほとんど一般

的に受け入れられた.具体的な対象に関して言う限り,

直接教授法はとにかく最も明瞭なアプローチである。

一般的なルールとして,子どもたちの母国語は「緊急

事態」のために使わずに残しておくべきである。例え

ば,子どもがけがをした時,二人の子どもの口論を落

ち着かせる必要がある時,また,その他教室の規律に

関する切迫した事態のために,である。この一般的な

規則の例外として,教師が子どもたちの母国語を使う

有が便利であると改めて気付くのは,新しい言語ゲー

ムを紹介する時である。そうしなければ,外国語で説

明するのに時間がかかりすぎるからである。

子どもたちは,母国語を学ぶ時,指差しすること(そ

して,からだを動かすこと)から,実際に何かを言う

ことへと進むのと全く同じように,からだの動きは低

学年で第2言語を学ぶ際に非常に重要な役割を果た

す。教師は,子どもたちが動き,実際に何かをするた

めにできるだけ多くの機会を見つけようとする。その

時子どもたちのた桝こ弧調されるのは,活動であり,

言語を学ぶことではない。このことは, Krashenと

Tc汀Cllによって造られた用語, 「ナチュラル第2言語

獲得」として特に最近知られているものと一致する。

彼らの理論の原理の一つは次のことだ。

言語は,メッセージを伝達しようとして使われてい

る時に最高の教授がなされているのであり,意識的

な学習として明示的に教えられる時ではないIl).

一般的に言えば,英語を第2言語として子どもたち

に教えることが依拠する,二つの主要な柱がある。そ

れは詩的な言語と散文的な言語である。これらの二つ

とも,外国語教室において正当な場所を有するのであ

り,二つとも必要不可欠である。

経験は,詩が特に強力な教育的手段であることを示

してきた。児童のリズミカルで情緒的な記憶は,より

認知的な学習を行う高学年の生徒によって必要とされ

る抽象的な記憶よりも,はるかに容易に活性化される.

イギリス生まれのアメリカの作家W.H.Audenが,詩

を「記憶に残る語り」と呼んだのは,大変適切なこと

だと思われる。

カナダの教育学者のK.Eganは,感情と記憶の密接

な関係を強調する。すなわち,

人間の記憶は,絶えず活動的で,感情が込められた

-働きである。それを「理性」や,さらには「感情」

から切り離すことは,限られた目的のための限られ

た感覚を生み出すだけだ.われわれの関心が幼い子

どもたちにあるとすれば-,感情と活動的な「詩的」

記憶にわれわれが関心を寄せることの方が,後の想

起のために保管している抽象的な情報と技能に関心

を寄せることより適切である12)。

専門家の間においても,リズムや韻という形で現れ

るものは,ほとんど努力することなく,きわめて容易

に子どもたちによって吸収されるという一般的な合意

がある13).コーラスやグループで詩を朗唱することは,

子どもたちに新しい言語のリズムや音に対する感性を

伸ばす機会を与える.そして,このことは次のような

単純な短い詩で始めることができる.
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These are my eyes,

And these are my toes,

These are my fingers,

And this is my nose.

These are my knees,

And this is my head,

And when I sleep

/am in bed.

My arms and legs

/use toplay -

A happy child

The whole long day.

樋口　聡・ク1)ストフ・ヤフケ・足立　望

て役立つ。次のような動作韻は,しばしば1年生で導

入され,時制を変えて,質問と答えの楽しいヴァリエー

ションを無限に提供する。

/have two feet,

Two hands, you see.

Two eyes, two ears,

And this is me.

My hands have ten fingers,

. Myfeethave ten toes,

/ write with my fingers,

/ dance on my toes.

短い詩は,多くの言語ゲームのために,一つの理想的

な出発点でもある.いくつか例を挙げてみよう.

The penny is hidden,

Where can it be -

in my right hand,

In my left hand?

Please tell me!

まず,この詩は一斉音読を通して,子どもたちに教

えられる.そして,一人の希望する子を黒板の前に来

させ,クラスの子どもたちの方を向かせる。彼は手を

うしろにしてlペニーを隠し,そして短い詩のことば

に合わせて,正面に彼の手を差し出す。そして,クラ

スの中の一人が尋ねる. 「あなたはそれを,右手に(左

手に】持っていますね。」

答えが正しければ,二人の子どもたちは交代する。

もし答えが正しくなければ,同じ子がもう一度繰り返す.

以下の例は,中学年の文法学習の基礎を形成するた

めの,これと似たゲームの価値を示すものである.そ

の時には全く気づかないのであるが,子どもたちは,

学校の最初の3年間で,文法の形式と構造の豊かな蓄

えを築く.早い段階で,からだの動きを通して文法形

式に触れることは,その後,通常4年生か5年生で始

まる,文法学習や文法のル-ル発見のための基礎とし

I'm standing, I'm sitting,

Im writing, I'm knitting.

I'm reading, I'm counting,

Im swimming, I'm shouting.

Im eating, I'm drinking,

Im talking, I'm thinking.

I'm giving, I'mね・king.

Im sweeping, I'm baking.

I m laughing, I'm looking,

Im washing, Im cooking.

I'm driving, I'm rowing,

lm kneeling, Im growing.

/ show my right hand,

/ show my left hand.

/ show both my hands.

And now I will stand/ sit still.

まず,過当なふりをつけて,この詩は一斉音読され

る。この活動的な「経験」の後に,クラスの前に立っ

ている子どもたちが,三つないし五つの動作をして,

他の子どもたちに尋ねる.

SI: Am I writing?

S2: Wo, you're not. You're drinking.

SI: Am lsweeping?

S3: No, you're not. You're baking.

SI: Am ireading?

S4: No, you're not. You're knitting L etc.

次の段階として,一人の子が教室を出て,廊下で何

かの行動をする。もう一人の子が,半ば開いたドアか

らその子を見る。クラスの子どもたちはその「門番」に,

次のように尋ねる。

SI: Is she running?

S2: No, she isn t.
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S3: Is she looking?

S2: No, she isnt...

さらに,クラスのもう一人の子が,廊下で何が起こっ

ているのかを当てるのに,いくつの質問がクラスから

出るかを数える役目を果たすのである.

少し進んだ段階で,通常は2年生か3年生のクラス

においてであるが,この対話は,推測ゲームに変えら

れる。そこで,過去進行形の形が練習される.一人の

子が教室から出て行き,戻ってくる時,彼女/彼が外

で何をしていたかを,クラスの子どもたちが尋ねる。

SI : Were you running?

S2: No, Iwas not. (orNo, Iwasn t)

S3: Were you singing?

S2: No. I wasn t.

S4: Were you swimming?

S2: No. I wasn't.

S5: Were you laughing?

S2: Wo, Iwasn t.

S6: Were you whispering?

S2: Yes, Iwas.

廊下でのちょっと変わった,とても想像的な行為に

よって,子どもたちは,最終的な答え``Yes,Iwas."が

出るまで,なんと40 (!)以上の質問をクラスにさせ

ようとする.

さらに別のケースでは,三人の子どもたちが外に出

る.そして,何をするかを相談し,身ぶりと物まねで,

クラスのみんなの前で「演じる」のである。この状況

では, 1人称・ 2人称複数の現在形が使われる.次の

短い対話は,それに続く問答ゲームへの導入となる。

Three pupils: Threejolly welshmen, here we

come,

Willing to work for a bottle of

rum.

Class: What canyou do?

Three pupils: WeII show you! [They start

"working.】

ここで,児童一人ひとりが,自分が知っている様々な

職業について,考え,尋ね始める。

Are you a gardener, Sylvia?

No, Im not

Are you a cook, Michael?

No, lm not...

この時間の中で,子どもたちは,驚くほど多様な仕事

と職業を学ぶのである。例えば,或るクラスでは,以

下のような職業が出てきた。消防士,ポップ歌手,響

察官,パン鼠　美容師,郵便鼠　建具鼠　修道院長,

製粉業者,カウボーイ,軍人,執事,教師,船長。

現在完了形を使う感覚を子どもたちに与えるため

に,ここでも具体的な経験で始めるのが賢明である。

一人の子が,クラスの前に立つ。クラスのみんなは,

彼をしっかり見ることができる。そして,彼は,教室

を出て,衣服,髪型,腕時計など,三つの物を変える。

戻って来て,彼には次のような質問がなされる。

Have you pulled up your socks?

Have you turned up your right sleeve?

Have you combed your hair?

Have you untied your shoe laces?

Have you turned your left trouser pocket

inside out?

簡単な現在完了形の適切な使い方に対する同様の感

覚は, Kimのゲームをする事で得られる可能性があ

る。 (それは, Rudyard Kiplingの小説Kimに描かれ

ている.)このゲームでは,いくつかの物体, 5-6

個の物が,トレイあるいは特別な布の上に置かれる.

一人の子がその配列を大変注意深く見て,それから部

屋を出る。そこで,別の子は「三つの物を変える」こ

とができるのである.外にいた子が帰って来る。そし

て次のように質問をすることになる。

Has the ring been changed?

Has the pencil been changed?

Has the key been changed?

もし,その子が三つ全ての変化を見つければ,その子

は外に出る次の児童と, 「三つの物を変える」児童と

を選ぶことができるのである。

上に述べた一連の活動は,子どもたちが比較的簡単

に動くことができるようにする確実な枠組みを,われ

われがいかに作ることができるかを示している。それ

は,とりわけ,定型句,統合関係の句,言語のチャン

ク(構成素)の,豊かな使用によって可能となる。ま

ずは,それらは分析されておらず,全体論的に学ばれ

た定型枠である。しかし,それらが分析されるように

なる時,それらはより創造的なコンテクストで使われ,

その構成要素に分解されるであろう.それは,大変時
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間を節約する方法である.或る専門家が述べている。

子どもたちが,すでに形をなしている言語を習得す

るために計画された機会を与えられなければ,その

習得はきわめて遅いものとなる14)

ここ2-30年のヨーロッパとアメリカ合衆国での経

験は,小学校における言語学習活動の多くが,理想的

には,遊びの状況という枠組みに位置付けられること

を示した。この年齢の子どもたちが「遊ぶこと」は,

ふざけることか時間を浪費することを意味するように

考える人もいるかもしれない。しかし,下イツの詩人

で,劇作家で哲学者であるFriedrich Schillerが, r人間

の美的教育に関する書簡Jで書いたことを真剣に受け

止める十分な理由があるのである。すなわち,

われわれが本当の意味において人間であるのは,わ

れわれが遊んでいる時のみである15)。

遊びの状況の中にいる幼い子どもたちを見れば,この

ことは明白である。われわれは,子どもたちが完全に活

動に没頭し,熱中していることに気付くことができる。

遊んでいる時,子どもたちは,意味,創造的想像力,

知性,そして喜びを,意志の力による活動にしみ込

ませる。 -遊びは,子どもの能力のすべてが,完全

な調和のもとで働く活動である】6).

言語学習ゲームでは,子どもの興味の中心はまず活

動にあるので,子どもたちは,外国語を使っていると

いう事実にほとんど気付いていない。これは,子ども

たちが彼らの母国語を習得する仕方を示している。つ

まり,子どもたちは,活動を通して,そして,彼らの

周囲の会話のモデルをまねすることによって,言語を

習得するのである17).

Ⅲ.美的考察

児童の英語教育の美的側面について考える時,われ

われは,現時点では,西欧的な視点からの序論的考察

に留まらなくてはならない。フランス革命による悲惨

な後遺症を目の当たりにして. FriedrichSchillerは,

社会は,理性による啓蒙や理性による教育によっては

変えることは不可能であると確信した。その代わり,

人々が美的教育を与えられた時にのみ,社会は真に変

えられるのである。

感覚的な人間から理性的な人間を育てるには,まず

彼を美的にするより他にない18)。

すでに1976年, Michael Parsonsは, PiagetとKohlberg

の研究を基にして,美的経験の発達についての包括的

な理論を発表した　Parsonsの研究結果によると,

幼児期の子どもたちは,ものごとの提示の内容と,そ

れが提示される方法の区別を付けることができない。

子どもたちにとっては,内容が圧倒的に重要なのであ

り,形式,様式,表現を,子どもたちはよく理解する

ことができないと考えられている。様々な実験による

研究が,このParsonsの研究結果を支持しているよう

である20)それらの研究は,子どもたちはものごとの

提示の魅力と,提示されたものの魅力の区別を付ける

ことができるようになってはじめて,形式や表現につ

いての意識的な気付きや,適切な理解を発達させる土

台を築くことができるのだ,ということを明らかにし

ようとしている。その時にのみ,子どもたちは美的創

造に対して十分に反応することができるのだというの

である。或る研究者は最近,これらの研究に対して異

議を唱えて,結果の中には時代遅れの調査方法に基づ

いているものがあること,刺激を与える材料の特性が

適切にコントロールされなかったこと(オリジナルの

代わりに複製されたものを使用していること,誘導的

に質問していること,内容に親しんでいる度合いに差

があること,実験の実行の仕方が様々であること)杏

指摘している2り。これらの問題点にもかかわらず,専

門家たちは,これまでの多くの研究の結果を,おおむね

妥当なものと捉えるべきだと考えているようである22)

これは驚くべきことかもしれないが,しかし. Parsons

やそれに続く研究者たちが,研究を絵画的な芸術に限

定したという事実を踏まえると,理解できなくもない.

その一方,次のようなことが言えるだろう。

美的教育は主に,生まれてすぐに始まる社会化の

過程を通して,潜在意識的に起こるものであり,個

人の置かれた環境において,主観的に引き起こされ

る知覚の働きと,美的・文化的できごとの結果であ

る23).

ドイツの芸術家であるJosephBeuysによると,夫とは,

「全ての人間の営みに付随する特徴」24)であり,また,

スイスの生物学者であるAdolfPortmannは, 「美の機

能は全ての人の中に存在する。美は人間らしさの発達

のために欠くことのできないものである」25)と述べて

いる。

このように,子どもが何年にも渡って,毎日毎日受
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け取るあらゆる知覚による影響が,その子の美的感受

性を育て,最終的には,美的判断に寄与するのである。

このことを十分に理解するために,まず,われわれは,

美の概念を,伝統的な意味の枠組みから自由にする必要

がある。何人かの研究者が, BaumgartenのAesthetica�"

とのかかわりの中で,そのことを,近年試みてきた。

W.Welschは, Baumgarten後の時代において, 「美の

概念を,主に芸術の分野や,もっぱら美しいものに限

定すること」27)がいかに存在したかを記述している。

それ以来, Baumgartenの概念の見方や理解のしかた

が,根本的に変わった.特に　H.R.Schweizerの研究

は, Baumgartenのもともとのaestheticの概念について

新しい見方を導入し,また,美学を美的芸術の理論と

してではなく,感覚的経験の哲学として理解する道を

拓いた。 Schweizerは, Baumgartenの基本的な考え方を,

われわれの時代のことばに,次のように置きかえた。

一美とは,生きる過程の全体における,或る特別な領

域ではなく,現実の経験のための基礎である-。

一美的認識とは,まず概念的な扱いを受けないまま

の,純粋な直観的認識である。それは,人間がそ

の後の生活において頼らなければならない知識で

5?H!

一美とは,人間と世界,主体と客体の間の関係の一

領域である。もし,美がどんなものであれ,何ら

かの客観的意味を持つことを否定し,美を単なる

主観的な感情や,主観的な「形成力」にしてしま

うとすれば,人は美の内容も美の存在も失ってし

まうだろう。2&)

小学校段階で33年間に渡って英語を教育してきた経

験から,ヤフケは自信を持って次のように言うことが

できるという.子どもたちは,小学校の年齢であって

さえ,与えられた言語の,美的質に対する極めて明ら

かな鑑識力を持っている。このことは,一定のリズム,

育,敬,そして,それらに伴うからだの動きに対する

子どもたちの虫い関心において示されている。そして,

そのために教師には責任が求められることになるo　つ

まり,教師は教室の中での動き方,身振りや模倣のし

かた,声の調子,歌い方,教材の選び方について,常

に意識している必要があるということである。しかし

ながら,全ての美的効果は,客体と主体の問で「起こ

る」ものである。それらは,個人的であって,集団的

な出来事ではない。したがって,すべてが発言され,

なされる時,児童たちがその出会いに対して開かれて

いるならば,教師の努力だけが,児童に影響を与える

ことができるのである.さらに,たいていの場合, -

つひとつの授業における雰囲気に責任があるのは,敬

師自身に他ならない.そして,教師が関与する全ての

要因が,児童の美的な発達に影響を与え続けるという

ことを,教師は理解しないわけにはいかないのである.

外国語教師の「技芸」は,教える中で二つの目標を

結び付けることにある。つまり,児童に強い美的感動

を絶えず与えようとすること,そして同時に,児童が

初めから,言語を効果的で喜びに満ちたコミュニケー

ションの手段として経験することができるようにする

ことである。

教師は,自らの教え方や教室でのふるまい方をより

良くしようと絶えず努力する一方で,言語学習と美の

学びは,決して終わりのない過程,すなわち完結しな

い,完全にはなりえない,終わることの決してないも

のであることを心に留めておくことによって,賢明に

ふるまうことになるだろう。

ヤフケの知る限り,終わらないことが日本の美の一

つの特徴であり,終わることのないものは全て,参加

することへの呼びかけであり, 「なる」ことへの誘い

である。児童に求められることは,毎日の他者との関

わりが作り出す響きの中心として,自分自身を捉える

ようになることである.また全ての教師に求められる

ことは,児童一人ひとりの個性を発見する努力をする

こと,一人ひとりの児童に耳を傾けることである。と

いうのは,他者の声に本当に耳を傾けることによって,

われわれは,発達し成長する彼らの中にある,終わら

ないものを鼓舞することになるからである29)。

IV.示　唆

ヤフケの論述から重要だと思われる点を上げてみれ

ば,新しい世界の発見・新しい文化との出会いの方法

としての外国語教育,第2言語学習の「敏感期」の問

題,ダイレクト・メソッドの重要性,からだの動きを

伴ったリズミカルで情緒的な記憶の活性化,具体的な

状況の中でのロール・プレイと遊び,言語をめぐる美

的感受性・美的経験の大切さ,などが上げられるであ

ろう.今,これらの一つひとつを仔細に検討する余地

はないが,いずれも重要な指摘ではあるものの,言説

としては決して斬新なものではない.批判されるべき

論点も,少なからず含まれている。 2点ほど取り上げ

てみよう。

一つは, 「敏感期」の問題である。確かにヤフケの

指摘するように,第2言語を10歳以降に学習し始める

場合,ネイテイヴに近o発音を身に付ける可能性は大

きく減少すると言うことができるのであろう。しかし,

山田雄一郎が指摘するように,当該の外国語で母語と
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同じように生活する状況ではない場合,いわゆる「敏

感期」の問題は,まさに「発音」の問題に限定される

だろう30)。それよりもはるかに重要だと考えられる世

界観や美的経験の問題を考慮に入れると,日本の小学

生が1年生から英語を学習すべきだという主張は根拠

を失うことになる.しかしながら,次のような山田の

見解に,ヤフケは全面的に貿成するだろう。

もちろん,小学校英語のような制約の多い環境で

も,指導の方法によっては,語桑や文法の学習にも

一定の効果を期待できるかも知れない。しかし,そ

れは,指導者の資質や技量,限られた時間の有効活

用,子どもの学習意欲,学習の継続性などの要因が

相補的に働いた場合である。外国語学習は,早いう

ちから親しんでいれば何とかなるほど簡単なもので

はない31)

その,求められるすぐれた指導者の一つのあり様を実

際に示して見せたのが,ヤフケの実践に他ならないの

である。

もう一つは,美的経験と遊びの問題である　Welsch

を援用しつつ,アイステ-シスとしての「美」の概念

を,ヤフケは言語学習の美的考察の基礎に置く.しか

し,同時に, Schillerの遊び論を持ち出し,学習にお

ける遊び的要素の重要性などを語ってしまう。これは,

明らかにヤフケの議論の浅薄さを露呈している。なぜ

ならば, Baumgartenのアイステ-シスとしての「美」

の概念を, Baumgartenの意図とは逆方向に差し向け

美学を美的芸術の理論へと向かわせたのが,まさに

Schillerであったと,Welschは述べているからである。

「美」という観念を,アイステ-シスという原義に戻し,

「感性」と読み替えていく試みは重要である。また,「遊

び」の視点から,教育の根本的なあり様を検討しなお

すことも大切な課題であるo Lかし,それは,ヤフケ

のように安易にSchillerを持ち出して,それをわれわ

れの現実の護符とすることではない32)。

このような議論されるべき論点が散見されるとして

ち,今,ヤフケからわれわれが学びうることは,少な

くない。それは,子どものための英語教育の理論的根

拠付けなどではなく,ヤフケの長年の教育経験によっ

て培われた実践の力の可能性であると考えるべきであ

ろう。英語を全く知らない日本の小学1年生に,始め

からいきなり英語で授業をすることが,われわれの想

像を超えて可能であることを,ヤフケの実践は教える。

それは,教師の力であるとともに,子どもたちの能力

の計り知れない可能性を証示するものである。それが,

ヤフケの実践に基づき,本論文で指摘されるべき最大

の示唆であろう.

本論文において示されたヤフケの論述を見る限りで

は,ヤフケの実践の基盤がシュタイナー教育である必

然性は見て取れない。もちろん,ヤフケの論述や実践

はシュタイナ-学校と切り離せないものであるはずだ

が,それは彼の(たまたまと言ってよい)個人的な(磨

史的)人生経験と結び付いたものであり,彼の論述や

実践はシュタイナー教育の本質主義的自己顕示などで

はないと考えるべきである。

とすれば,ヤフケによるシュタイナー教育における

実践からの示唆を得てわれわれが向かうべきは,公的

な学校教育一般の問題として,何のための英語教育な

のかを問うこれまでの英語教育関係者とともに,初等

教育,中等教育といった制度的枠組みを越えて,日本

における英語教育の全体像を改めて構想し直すことだ

ろう33)。

日本におけるこれまでの英語教育関係者は,制度上,

中等教育段階以上の教育の中に生きる人々である.中

学校・高校の教師たちには,初等教育とは関係ないと

いう思いが,これまで多かれ少なかれありはしないか.

もはや,そのようなことを言うことができないような

状況に現実はあるということを,本論文で問題にされ

た英語教育は突き付けているのである34).小学校英語

のこれからの姿を誰が専門的に考えるのか.それは,

現在の英語教育関係者である他ない.それを,ヤフケ

の論述と実践はわれわれに提示しているのである。
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